
太宰治を偲んで玉川上水を遡上   

２０１２年１２月８日（土） 晴れ          約 18ｋｍ  ２８０００歩 

 コース：新宿駅南口９時→玉川上水旧水路緑道→笹塚旧水路→代田橋旧水路→明大前上水公園→杉並区上水

公園→（上水路敷に沿った都道）→玉川上水・浅間橋→久我山→井の頭公園→三鷹駅      

リーダ 大平  参加者 １２名 

 

玉川上水の歴史 

玉川上水（たまがわじょうすい）は、かつて江戸市中へ飲料水を供給していた上水（上水道として利用され

る溝渠）であり、江戸の六上水の一つである。また、一部区間は、現在でも東京都水道局の現役の水道施

設として活用されている。 

羽村取水堰で多摩川から取水し、武蔵野台地を東流し、四谷大木戸（現在の四谷四丁目交差点付近）に

付設された「水番所」（水番屋）を経て市中へと分配されていた。水番所以下は木樋や石樋を用いた地下

水道であったが、羽村から大木戸までの約43キロメートルはすべて露天掘りであった。羽村から四谷大木

戸までの本線は武蔵野台地の尾根筋を選んで引かれているほか、大規模な分水路もそれぞれ武蔵野台

地内の河川の分水嶺を選んで引かれている 

以下の地図は玉川上水散策地図でこの地図に沿って三鷹市まで歩きました。四谷大谷がスタートですが

距離も長くなり、日も短い季節なので最初の部分ハカットして新宿駅から歩くことにしました。。この地図は

丁寧で，全く迷うことなくあるくことができました。 

                                        

 



 

 



  

大都会新宿駅 南口の目の前は甲州街道です 甲州街道の一本裏側に玉川上水があつた道に出ま

す 

  

最初の橋の欄干は葵橋 川はありません欄干のみ  

 

 

 文化服飾大学前で玉川上水あったという看板があ

りました。上水の歴史をにわか勉強しています 



 

 

 このアーチも玉川上水のモニューメントです。 

玉川上水の歴史を残すべく都が力を入れて整備し

ていることがよく知ることができます 

  

ここにも玉川上水の記念碑 以前ここの橋があったという碑が必ずあります。 

皆さんこの橋跡を探すことに興味が移ったのか 

“あったあった”と喜び合います 数十個くらいあ

から橋探し退屈しません 

  

  



  

 橋の欄干が時代を経た昔ながらのものもあります

が後年川もないのにわざわざ橋の名前を書いた欄

干を新設しているものも多数ありました 

  

かっての玉川上水の上の緑道が続くので、広がって 

めいめい勝手に歩くことができます 

 

  

川もないのにこんなに立派な欄干を新設 さすが東京都財政が豊かです 



やっと玉川上水の川面を見ることができました。 

 

  

下高井戸駅近くの玉川上水の水道管ここも歴史的に 

価値のある水道管です 上水としての役割も昭和４０

代初頭まで果たしていました。 

 

  

都心にしては広大な駐車場 ちょっと覗いてみまし

た。怪訝な客層とみられましたが、休憩とトイレ拝借 

させてもらいました 身代不動尊でした 

 



  

やはり水が見えるといいね  

  

さすがにこのあたりからは暗渠でなくなります  

  

そういえば新宿区、世田谷区、杉並区とこれからの三

鷹市と縦断いたします 

明治大学の前を通りましたので、子息を通学させた

という父兄が居ましたのでキャパス内を見学散策 



  

キャンパスさすが大きい 緑道はまだまだ続きます 

  

途中甲州街道の歩道をしばらく歩きます。 築地本願寺の廟所がありましたので、覗いてみまし

た 

  

 通り抜けできないので回れ右 



  

 また玉川上水の緑道にもどる 

  

  

  



  

 読めない橋名 

  

水辺も見えなくなるほどの鬱蒼とした上水  

  

後半途中で玉川上水を一旦離れ、神田川に移り、その

川べりに沿って行くと井の頭公園に入ります 

公園には紅葉がまだまだ残っていました 



  

公園で孫と遊ぶ 青松さん随分となつかれていました 井の頭公園の池 

  

公園は賑やかで、大道芸も見れました この公園からまた玉川上水に出て太宰の碑を見て 

三鷹駅に行く予定でしたが広い公園でリーダが道

を間違え気づいたときは吉祥寺駅でした。本日はか

なり歩いたので、ここで解散することにいたしまし

た 

 


